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留学報告書  
 

記入日 2025 年 6 月 30 日 

 

所属学部・学科 経営学部  学科 

性別 ☐男性 ☒女性 

留学先国 フランス 

留学期間 2024年 9月～2025年 5月 

留学時の学年 3年生（渡航した時の学年） 

帰国年月日 2025年 6月 1日 

明治大学卒業予定時期 2027年 3月 

留学先大学について 

大学名（英文・和文） 
英文：NEOMA Business School 

和文：ネオマ経営大学院 

所属学部またはコース名 Global BBA 

キャンパスの所在地 ランス 

形態 ☐国立  ☐公立  ☒私立  ☐その他 

学年暦（Academic Year） 
春学期：9月～12月（期末試験期間：12月前半） 

秋学期：1月～4月（期末試験期間：3月末～4月前半） 

所属学部の学生数 不明 

留学生の割合 授業によるが体感 5割ほど 

 

留学にかかった費用 

項目 
現地通貨 

（ユーロ） 
円 備考 

授業料 €0 0円 ☒ 交換留学のため，留学先への授業料免除 

宿舎費 €3,825 631,125円 一ヶ月：約 7万円 

食費 €1,350 222,750円 一ヶ月：約 2.5万円（外食除く） 

通学費 €50 8,250円 電動自転車のサブスクを年間契約した 

学校用品 €0 0円 授業資料は PDF等で配布される 

教養・娯楽費 €630 103,950円 友人との飲食等 

被服費 €750 123,750円  

医療費 €85 14,025円 歯が折れたため 

保険費 €900 148,500円 保険会社：明大サポート、現地住宅保険 

渡航費 €1,515 250,000円 往路は 3都市を経由・観光した 

旅行費 €3,636 600,000円 

留学中に旅した国：ベルギー、オランダ、ポル

トガル、スペイン、マルタ、オーストリア、チ

ェコ、ハンガリー、ポーランド、イギリス、デ

ンマーク、ノルウェー、ドイツ、ルクセンブル

ク、イタリア、モナコ、フランス国内 

語学学校 €0 0円 
授業料：   

宿泊費：  

奨学金/助成金 €8,303 1,370,000円 

JASSO奨学金：870,000  

明治大学助成金：300,000 

家賃補助（CAF）：€150（約 25,000）×8か月 

その他  円  
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合計 €12,742 2,102,350円 (奨学金・助成金・家賃補助を差し引いた金額) 

 

渡航について 

1) 航空券を購入した時期 

☐留学先へ出願後 ☐入学許可書受領後 ☒ビザ取得後 ☐出発直前 □その他（       ） 

2) どのように購入しましたか？ 

オンライン 

3) 渡航経路を教えてください。 

（往路）成田空港－アブダビ空港（宿泊）－ イスタンブール空港（宿泊）－ ドゥブロブニク空港

（宿泊）－オルリー空港 

（復路）シャルルドゴール空港－ 上海空港（経由）－ 羽田空港 

4) 航空券代金 

利用航空会社： （往路）エティハド航空、トルコ航空 （復路）中国東方航空 

       往路： 185,000円 

       復路： 65,000円 

       合計： 250,000円 

5) 渡航に関するアドバイスがあればご記入ください。 

      直行便≧行きたい都市を経由する複数の航空券 になる場合があるため、旅慣れしている場合はお勧 

   め。できるだけ前もって予約した方が安いことが多い。 

留学中の滞在先について 

1）種類（留学中の滞在先） 

☐寮 ☐アパート ☐ホームステイ ☒その他（ホームシェア：4人） 

2）部屋の形態 

☒個室 ☐相部屋（同居人数：   ） 

3）住居の探し方 

☐留学先機関が斡旋 ☒自分で探す（Studapartというプラットフォームの紹介があった） 

4) 大学までの利用交通機関と通学時間（片道） 

利用交通機関 ☐バス ☐電車 ☐自転車 ☒徒歩 ☐その他（         ） 

通学時間（片道） 1分（キャンパス１まで）、15分（キャンパス２まで） 

5) 滞在中の食事について 

【平日】                    

朝：☐寮 ☒自炊 ☐外食 ☐その他（    ） 

昼：☐寮 ☒自炊 ☐外食 ☐その他（    ） 

晩：☐寮 ☒自炊 ☐外食 ☐その他（    ） 

【休日】 

朝：☐寮 ☒自炊 ☐外食 ☐その他（    ） 

昼：☐寮 ☒自炊 ☐外食 ☐その他（    ） 

晩：☐寮 ☒自炊 ☐外食 ☐その他（    ） 

6）滞在先に関する総合的な感想（これから留学する人のためのアドバイス） 

95 点。大家さん・同居人は関わりやすく、色々なことを教えてくれた。部屋は清潔で快適だった。

唯一問題を挙げるなら立地。キャンパス１から徒歩一分だが、ランスの中だと治安があまりよくな

いエリアだったらしく、夜になると人通りが少ないが特に危ない思いはしなかった。また、中心地

から遠めだが、トラムの駅と自転車サブスクがすぐそばにあるので問題ない。 

個人的には、ネオマと提携している学生アパートはかなり狭く、キッチンが清潔でないと聞いたの

で、早めに個人で滞在先を探し、好みの物件を見つけることをお勧めする。 

現地に関する情報 

1）留学中は病院にかかりましたか？ 
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☒はい（利用機関名：歯医者）☐いいえ 

2) 大学内の医務室や診療所で医療サービスは受けられますか？ 

☐はい ☐いいえ ☒わからない 

3）学内外で問題があったときには誰に相談しましたか？ 

大家さん、ハウスメイト、フランス人の友人 

4) 留学先大学に相談窓口はありましたか？ 

☒はい ☐いいえ ☐わからない 

5) 現地の危険地域に関する情報はどのように収集し，どう防犯対策をしましたか？  

情報収集 
☐現地コーディネーター ☒友人 ☒ネット（参考サイト：       ）  

☐その他（           ） 

防犯対策 スマホチェーンをつける、堂々とする 

6) 実際に盗難等を含む犯罪に巻き込まれましたか？ 

☐はい ☒いいえ 

7) 6で「はい」と答えた方：その際どのように対処しましたか？ 

 

8) パソコン，携帯電話，インターネットについて，現地での利用状況はいかがでしたか？ 

パソコン 持参した Surfaceをほとんど毎日使用した。 

インターネット 滞在先、学校に Wi-Fiあり。 

携帯電話 Freeモバイルを契約。ヨーロッパの旅行先でも使用可能。 

9) 現地での資金調達はどのように行いましたか？ お勧めの方法があれば紹介して下さい。 

BNP Paribasで口座開設し、親の Wiseから送金してもらい家賃の支払いにあてた。また CAFを給付

してもらうためには現地口座が必要だった。 

その他は持参したクレジットカードで支払った。 

現金はめったに必要ないが、街中の ATMで現金を下ろした際にスキミングされたため注意。 

10) 日本から持参すべき物があればご記入ください。 

パリに行けば基本何でも手に入るが、日本食や調味料は高めなので、余裕があれば持っていくと良

い。スキンケアは安くて良い商品が多い印象だったので、持って行きすぎて後悔した。シャンプー、

トリートメントは現地のものが好きではなかったので友人に持ってきてもらった。 

進路について 

1) 進路 

☐就職 ☐進学 ☐未定 ☒その他（休学し 27卒として就活） 

2) 進路選択はいつ・どのようにされましたか？                                                         

留学前。留学と就活の時期が被ってしまうことが事前にわかっていたため。また、留学生活を通し

て価値観、将来のビジョンに変化があると考えたため。 

3) 就職を選択した方は，内定時期とその企業を選んだ理由を教えて下さい。 

内定時期  

企業名 （差支えなければご記入ください） 

業界  

その企業或いは 

業界を選んだ理由 
 

4) 就職活動について，留学希望者へ向けたアドバイスをお願いします。 
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オンラインで就活する場合、時差が大きく大変。午前中の授業を多く取るとなかなか難しい。 

5) 進学を選択した方は，進学先が決定した時期とそこに決めた理由を教えて下さい。 

進学先決定時期  

進学先 （差支えなければご記入ください） 

その進学先を 

選んだ理由 
 

6）進学について，留学希望者に向けたアドバイスをお願いします（試験対策など）。 

 

7) その他を選択した方は，今回の留学経験がご自身の進路選択にどのような影響を与えたかご記

入ください。  

 

 

留学に関するタイムチャート 
 

２０２３年６月～１１月 

 

募集要項公開～選考試験日 

・IELTS,TOEIC受験 

・応募 

・面接 

２０２４年３月～４月 

 

合格発表後～出願準備期間 

・NEOMAへのノミネーション（キャンパス選択等） 

・受け入れ許可証受諾  

２０２４年５月～７月 

 

出願後～渡航の準備 

・履修登録 

・滞在先予約 

・VISA申請 

・航空券手配 

・保険契約 

２０２４年８月 

 

留学開始直前 

・パッキング 

２０２４年９月 

 

留学開始 

・オリエンテーション 

・銀行口座作成 

・Securite social 申請 

・CAF申請 

２０２４年９月～１２月 

 

留学中 

秋学期（１０月末～１１月頭に１－２週間の中間休み） 

２０２４年１２月～ 

２５年１月 

 

留学中 

３週間ほど休暇 
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２０２５年１月～４月 

 

留学中 

春学期（２月中旬に１－２週間の中間休み） 

２０２５年４月～５月 

 

留学中、帰国後 

サマーインターンに応募 

6月頭に帰国 

 

留学体験記 
 

 

あなたが「留学」という道を選択した理由を教えてください。 

一言で言えば、人生の選択肢を広げたかったためです。 

方法は様々あると思いますが、GREATでの授業を通して、英語でビジネスを学ぶことで、どちらの学

びも効果が倍増すると感じていました。 

また、以前 1か月間の語学留学をした際に、様々なバックグラウンドを持った人と関わる中で生まれ

る新たな気づきや視点、好奇心にときめき、長期的に多文化が混在する環境に身を置きたいという思い

が芽生えました。 

語学について 

受験した語学能力試験 ☐TOEFL-iBT ☒TOEIC ☒IELTS ☐その他（試験名：      ） 

ご自身の英語力向上に

効果があった勉強方法 

試験のためなら、過去問（時間内に回答→わからなかった箇所の解きなお

し→答え合わせ→なぜその答えになるか説明できるようにする）とオンライ

ン英会話（IELTSのスピーキング対策）が効果的でした。 

留学中は、映画やドラマ、アニメまですべて英語で視聴し、ときどきシャ

ドーイングをしていましたが、発音矯正やリスニング能力向上に効果があっ

たと感じています。 

総合的なアドバイス 

とにかく、留学という特別な環境を最大限に生かし、「勉強」と「楽しむこ

と」の両立を心がけることをおすすめします。家にこもってビジネスや語学

の勉強をすることは日本にいてもできます。一方で、現地で出会った異なる

出身国の友人たちと時間を共有できるのは、留学中ならではの貴重な体験で

す。だからこそ、友人と会って話したり、さまざまな経験を共にすることで、

留学だからこそ得られる学びや楽しさが生まれると思います。 

この留学先を選んだ理由を教えてください。 

まずフランスを選んだ理由は、授業で英語、日常生活で第二外国語のフランス語を使えること、ヨー

ロッパを旅行しやすくより多くの文化に触れる機会があること、多文化国家であること、ファションや

アートに興味があることです。 

次に中でもネオマを選んだ理由は、世界三大国際認証をすべて取得していること、授業内容が最も自

分に合っていると思ったこと、世界中から学生が集まる国際的な環境があることです。 

大学（キャンパス）と学生の雰囲気を教えてください。 

大学（キャンパス） 
校舎は小さめですが、綺麗です。多くのスポーツ、文化、ボランティア等の

団体が存在するので、賑わっています。 

学生 

授業に熱心に取り組む人も多いですが、団体での活動により力をいれている

学生が多い印象でした。とくに、ネオマはスポーツなどに力を入れている学

生が多い学校だと友達から聞きました。 

現地での交友関係について教えてください。 

正規学生との交流 
フランス以外の出身の正規学生も多いためここではフランス人の正規学生

について書きます。フランス人はフランス人で固まる傾向にあり、留学とい
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って想像するような現地の学生のグループに留学生が１人入って仲良くする

といった状況は多くないかもしれません。私の場合、ハウスメイト、オリエ

ンテーションや友人の繋がりで仲良くなった親しい正規学生がいましたが、

フランスのことを知っている分、色々な場面でサポートしてくれてとても助

かりました。 

留学生との交流 

クラスによって留学生の割合は様々でしたが、大体 50～100％程の印象で

す。正規留学している学生も含め、国籍ごとに固まる傾向はあります。私は

多国籍な友人を作りたいと考えていたため、各学期の最初はなるべく誘いを

断らず、様々な集まりに顔を出していました。結果的に両方の学期で多国籍

な友人グループを作ることができ、毎週出かけたり、料理をしたり、旅行を

しました。交換留学生の場合、最初の学期で帰ってしまう学生もかなり多い

ですが、彼らの住む国に訪れ再会できた友人もいます。 

留学先大学主催のイベントについて教えてください。 

大学自体ではなく、学生の団体が主催するイベントが多かったです。オリエンテーション、各種パー

ティー、お別れ会など、週に一回ほどは何かしらの団体がイベントを主催していました。 

課外活動について教えてください。 

上記の課外活動団体はフランス語話者がメインで活動しており、交換留学生が入ることは少しハー

ドルが高い雰囲気がありました。わたしは課外活動には参加しませんでしたが、その分交友関係の部分

に記載したように、自分で作った繋がりを大切に生活していました。 

一日の課題の量を教えてください。 

フランス語の授業以外は教授から課される課題はほどんどありませんでした。プレゼンのためのリ

サーチ、ディスカッション、スライド作り、テストのための勉強は必要でしたが、プレゼン内容や担当

箇所、ディスカッションの授業内での進捗状況、テストの難易度によって一日のタスクは左右されると

思います。 

期末試験について教えてください。 

授業により異なりますが、中間試験と期末試験がありました。中間試験は授業内で習ったフレームワ

ーク等をもとにした短いケーススタディや選択問題、期末試験は長いケーススタディが出題されまし

た。一方で、試験はなく、プレゼンで成績が決まる授業もあります。私が取った授業では試験の有無に

関わらず、少なくとも１つのグループプレゼンがありました。 

 

留学先で直面した困難（壁）について教えてください。 

最も困難だったことは言語の違いで、フランス語、英語どちらについても壁を感じました。正規留学

生の多くはフランス語を話せますし、仲のいいグループでも私だけフランス語の会話を理解できない

ことがありました。ですが、理解できた言葉について「○○ってこうゆうことでしょ？」と会話に入っ

てみたり、誰かしらが英語で説明してくれたり、気づいて英語に切り替えてくれたことで、楽しむこと

ができました。英語については、ネイティブスピーカーと私のプレゼングループになった際に特に困難

でした。話すスピードの速さ、スラングの使用により会話についていくことが難しい状況でしたが、恐

れず理解した範囲で意見をぶつけて見ること、わからないことは質問することで乗り越えることがで

きました。 

これから「留学」を考えている人へメッセージをお願いします。 

迷ったら是非チャレンジしてみてください。 

私自身、留学中に経験したことの多くは、新しくて、刺激的で、現在の私を形成している大切な要素

になったと思っています。簡単に世界中の情報が手に入る世の中ですが、自ら見て、聞いて、体験しな

くては知れなかったこと、身につかなかったことは山ほどありました。 

将来のビジョンが見えない人、単純に日本での生活に飽きた人、人生の選択肢を増やしたい人．．．ど

んな人でも、強い心をもって、多くのことに挑戦し、変化する環境や自分自身を受け入れることができ

れば、お金と時間と労力をかける価値があると思います。 
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留学先で履修した授業科目 
記入日： 2026 年 6月 21 日 

学習レポート（留学先で履修した科目ごとに記入してください） 

1)留学先 NEOMA Business School 

2)留学先で取得した単位数 57 

3)本学で認定された単位数 

☒   18 単位 

☐現在単位認定中（認定予定の単位数：  ） 

☐単位認定はしません 

(理由：               ) 

4）留学先で履修した科目について 

履修した授業科目名① 

Change Management and Digital Transformation ELⅠ 

科目設置学部 E-learning 

履修期間 2024 年秋 

留学先の単位数 6 

帰国後の単位認定 ☒ 2 単位認定※本学で認定された単位数を書いて下さい。 ☐単位認定しません 

授業形態 ☒講義形式 ☐チュートリアル ☐その他（     ） 

授業時間数 恐らく 10 回分。期限内に全て見終える必要がある。 

担当教授  

授業内容 
某世界的 Fashion ブランドの社員という設定で、社内の DXを進める。シュミレーションゲームのような

形式と講義形式が毎回あった。 

試験・課題など レポート 

感想を自由記入 
オンライン授業の中ではお勧めできると思う。資料を読んで小テストを受ける形式のオンライン授業が

多いと聞いたが、これはゲーム感覚で楽しめるため。 

履修した授業科目名② 

Strategic Marketing 

科目設置学部  

履修期間 2024 年秋 

留学先の単位数 6 

帰国後の単位認定 ☒  2 単位認定※本学で認定された単位数を書いて下さい。 ☐単位認定しません 

授業形態 ☒講義形式 ☐チュートリアル ☐その他（     ） 

授業時間数 １回 180 分の授業が週 1 回 

担当教授 フランス人の女性 

授業内容 
Reims に展開するローカルベーカリーの Case a Pain の経営改善を行うため、前半はマーケティング知識

のインプット、後半は最終プレゼンのチームでのディスカッションを行う。プレゼンには Case a Pain の

方も来た。 

試験・課題など グループプレゼン（40％）、クイズ（20％）、期末テスト（40％） 

感想を自由記入 

1 学期間通して同じチームでプレゼンの準備をするので、最初の授業でいいチームに入ればプライベート

でも授業でも交流ができるのでおすすめ。授業内容もマーケの基礎的なフレームワークを学ぶことがで

きるうえ、地元のパン屋のケースを扱うため取り組み方次第ではリアルな施策を提案できるので身にな

ると思う。 
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履修した授業科目名③ 

Cross-cultural Management and Intercultural Communication 

科目設置学部  

履修期間 2024 年秋 

留学先の単位数 6 

帰国後の単位認定 ☒ 2 単位認定※本学で認定された単位数を書いて下さい。 ☐単位認定しません 

授業形態 ☒講義形式 ☐チュートリアル ☐その他（     ） 

授業時間数 １回 180 分の授業が週 1 回 

担当教授 日本人の男性 

授業内容 グローバルカンパニーを例に挙げ、主に国際的な組織・そこでのマネジメントについて学ぶ。 

試験・課題など グループプレゼン（確か 2 回）、レポート（2 回） 

感想を自由記入 
内容は少し抽象的な部分も多く、正直聞き流してしまうところもあったが、単位をとるのは難しくない。 

 

履修した授業科目名④ 

Strategy and Sustainability 

科目設置学部  

履修期間 2024 年秋 

留学先の単位数 6 

帰国後の単位認定 ☒  2 単位認定※本学で認定された単位数を書いて下さい。 ☐単位認定しません  

授業形態 ☒講義形式 ☐チュートリアル ☐その他（     ） 

授業時間数 １回 180 分の授業が週 1 回 

担当教授 中国人の男性 

授業内容 
企業の持続可能性について例を用いて学ぶ。また、分析のためのフレームワークも学び、授業後半にグル

ープで最終プレゼンで題材にする世界的大企業について分析する課題がある。 

試験・課題など 毎週のグループ課題、グループプレゼン、テスト 

感想を自由記入 
毎週重めの課題があり、先生のＦＢも鋭めだが、それに対して得たものは少なかったように思う。 

 

履修した授業科目名⑤ 

French for Communication A2 

科目設置学部  

履修期間 2024 年秋 

留学先の単位数 5 

帰国後の単位認定 ☒ 1 単位認定※本学で認定された単位数を書いて下さい。 ☐単位認定しません 

授業形態 ☒講義形式 ☐チュートリアル ☐その他（     ） 

授業時間数 １回 180 分の授業が週 1 回 

担当教授 フランス人の女性 
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授業内容 A2 レベルの文法、表現、単語を学ぶ。 

試験・課題など テスト、プレゼン 

感想を自由記入 
第二外国語でフランス語を取っていたため、簡単すぎず難しすぎないレベルだった。復習が半分ぐらいの

感覚だったが、リアルな表現を学ぶことができた。 

 

履修した授業科目名⑥ 

Corporate Financing EL I 

科目設置学部  

履修期間 2025 年春 

留学先の単位数 6 

帰国後の単位認定 ☒ 2 単位認定※本学で認定された単位数を書いて下さい。 ☐単位認定しません  

授業形態 ☒講義形式 ☐チュートリアル ☐その他（     ） 

授業時間数 恐らく 10 回分。期限内に全て見終える必要がある。 

担当教授  

授業内容 企業の財務状況を分析するための様々な指標やその計算方法を学ぶ。 

試験・課題など 毎回のクイズ、テスト 

感想を自由記入 
会計科目が苦手なため難しかった。簿記の授業が好きではなかった人にはあまりおすすめしない。 

 

履修した授業科目名⑦ 

Brand Marketing 

科目設置学部  

履修期間 2025 年春 

留学先の単位数 6 

帰国後の単位認定 ☒ 2 単位認定※本学で認定された単位数を書いて下さい。 ☐単位認定しません  

授業形態 ☒講義形式 ☐チュートリアル ☐その他（     ） 

授業時間数 １回 180 分の授業が週 1 回 

担当教授 フランス人の女性 

授業内容 世界的企業のブランディングについて学ぶ。 

試験・課題など オンライン授業 2 回分のクイズ（15％）、グループプレゼン（40％）、テスト（45％） 

感想を自由記入 
フレームワークというより抽象的な学び方をするため、テストの勉強の仕方は悩んだ。 

 

履修した授業科目名⑧ 

Entrepreneurship 

科目設置学部  

履修期間 2025 年春 

留学先の単位数 6 

帰国後の単位認定 ☒ 2 単位認定※本学で認定された単位数を書いて下さい。 ☐単位認定しません 



Meiji University 

School of Business Administration 

 

 4 

授業形態 ☒講義形式 ☐チュートリアル ☐その他（     ） 

授業時間数 １回 180 分の授業が週 1 回 

担当教授  

授業内容 事業を始めるための手順について、事業家の方から学ぶ。 

試験・課題など グループプレゼン 

感想を自由記入 

講義を聞いて資料の内容を理解するのではなく、自分の頭を使って事業家の考え方を学ぶような感じだ

った。プレゼンは自分たちが新たに事業を提案するもので、それにたいする FB を事業家の方から頂ける

のも良い。 

 

履修した授業科目名⑨ 

Strategic and Digital Marketing Communication 

科目設置学部  

履修期間 2025 年春 

留学先の単位数 6 

帰国後の単位認定 ☒ 2 単位認定※本学で認定された単位数を書いて下さい。 ☐単位認定しません 

授業形態 ☐講義形式 ☐チュートリアル ☐その他（     ） 

授業時間数 １回 180 分の授業が週 1 回 

担当教授 フランス人の女性 

授業内容 フレームワークやケーススタディを用いてデジタルマーケティングの方法・手順について学ぶ。 

試験・課題など グループプレゼン（4 回ほど）、テスト 

感想を自由記入 
体系的に学ぶことができ、授業がすべて終わった後も記憶に残っていることが多かった。そのためテスト

勉強はしやすいが、テストは主にフレームワークに沿ったケーススタディなのでしっかり授業内容を理

解しつつ他の企業に当てはめて考えてみるといいと思う。 

履修した授業科目名⑩ 

French for Communication A2 Intermediate 

科目設置学部  

履修期間 2025 年春 

留学先の単位数 6 

帰国後の単位認定 ☒ 2 単位認定※本学で認定された単位数を書いて下さい。 ☐単位認定しません  

授業形態 ☒講義形式 ☐チュートリアル ☐その他（     ） 

授業時間数 １回 180 分の授業が週 1 回 

担当教授 フランス人の女性 

授業内容 
All French で文法、表現、単語を学ぶ。コミュニケーションやプレゼンも多い。Ａ２とＢ１の間のクラ

ス。 

試験・課題など プレゼン、テスト 

感想を自由記入 
All French のため最初は理解できないことも多かったが、先生が様々な言いかえやジェスチャーで伝え

てくれるためどうにかなった。 

 

 


